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平方キロメートル）とくらべると、6 割弱から 8 割弱の大きさだ。北側にはレストランや商店が
多く、中国系以外もよく訪れるエリアである（図 1、図 2）。チャイナタウンにおける店舗として、
レストラン（ファストフードを含む）の数はとくに多く、1 階に店舗を構える 113 店のうち、中
華料理を提供するのは 44店、中華料理以外のアジア料理（日本料理など）を提供するのは 21店






                                                   
1 おおよその範囲は、北はエセックス通りから南はイースト・バークレー通り、東はサウス通りやオルバニー通りから西はワシ
ントン通りにいたる部分である。ボストン市が主張するチャイナタウンの範囲と、チャイナタウン側のそれは異なっており、
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図 1 ビーチ通り 
 
出所：筆者撮影。 





http://www.ide.go.jp  Copyright (C) JETRO. All rights reserved. 
 
4 
図 3 タイタン・ビレッジ 
 
出所：図 1に同じ。 




 このチャイナタウンにおける中国系住民の数は約 5,000人である（表 1）。チャイナタウンには
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5 
中国系住民以外も多く住んでおり、全住民数が約 12,800 人であることから（Boston Globe紙、

















                                                   
3 これは多くの都市で見られる現象である。ニューヨーク市でも、マンハッタン区（ダウンタウン）にある古くからのチャイナタウンに加えて、ク
イーンズ区のフラッシングなど複数のエリアで中国系住民の数がとくに急増するようになった。ちなみに、ダウンタウンには美国華人博物
館（Museum of Chinese in America）があり、アメリカにおける華僑・華人の歴史を体系的に学ぶことができる。 
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表 1 中国系住民の数、1990～2010（単位：人） 
 













 ボストン市におけるチャイナタウンの形成は 1870 年代にはじまった（Chu, 1987；To and 
Chinese Historical Society of New England, 2008）。このころ、マサチューセッツ州西部の工場
における機械化や、アメリカ西海岸における余剰労働力の問題などが起きたため、当地の中国系
1990 2000 2010
ボストン 16,701 19,638 25,921
   うちチャイナタウン 4,701 4,828 約5,000
クインシー 4,153 9,184 14,979
モールデン 1,584 4,504 6,926
ケンブリッジ 3,616 4,854 6,693
ニュートン 2,211 4,047 6,040
ブルックライン 2,662 3,509 4,432
レキシントン 1,001 1,692 2,984
サマービル 1,091 1,862 2,422
ウォルサム 666 1,472 2,012
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た（Chinsen氏へのインタビュー；Liu研究員へのインタビュー；Asian American Legal Defense 











                                                   
6 華僑・華人の歴史については、各種文献のほかに、中国福建省厦門（アモイ）市の華僑博物館（Overseas Chinese Museum）でも豊富な
展示資料とともに学ぶことができる。 
7 ウェスト・エンドの歴史については、ボストン史に関する文献以外に、ウェスト・エンド博物館（The West End Museum）でも学ぶことができ
る。 
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中のアパートメントを見てみると、まず、図 6 のワン・グリーンウェイの場合、217 戸が高級賃
貸物件ではあるが、95 戸のアフォーダブル賃貸物件と 51 戸のアフォーダブル分譲物件も供給さ
れることになっている（Boston Globe紙、2015年 4月 1日付）。また、チャイナタウンの団体で






                                                   
9 その他にも、チャイナタウンの代表はボストン市とともにチャイナタウンの基本方針に関わる Chinatown Master Plan 1990 を作成した。し
かし、マスタープランとは異なる開発が進んだり、改訂版がボストン市にオーソライズされなかったりと、課題も多い（Liu, 1999；Liu 研究
員へのインタビュー）。 
10 なお、現在の月額家賃は約 700～800米ドルである（Boston Globe紙、2015年 4月 1日付）。ボストン市や周辺都市では家賃の値上が
りが続いているため、また、上述のとおりチャイナタウンはボストン市の中心部に位置しているため、家賃が特別に安いわけではない。 
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47%はアフォーダブル住宅だったが（Boston Globe紙、2015年 4月 1日付）、1990年以降新たに
建設された住宅に占めるアフォーダブル住宅の割合は 28%のみであったことからも（Chinatown 
Master Plan 2010 Oversight Committee, 2010）、高級物件が相対的に増えていることが分かる。
その結果、前述のとおり、チャイナタウンの全住民に対する中国系住民の比率は下落し続けてき





















                                                   
11 土地信託によるコミュニティ開発は、近隣のダドリー通り地区再生運動（Dudley Street Neighborhood Initiative；DSNI）の成功に着想を
得たものである（Sampan紙、2015年 1月 23日付）。DSNIは住環境と治安の悪化したダドリー地区を再生させるため 1980年代半ばに
設立された組織で、大規模な清掃活動や違法に操業しているゴミ処理場の閉鎖にはじまり、ボストン市から地域のために土地を収用・
管理することのできる特別な権限を獲得したり、アフォーダブル住宅の開発を行ってきた（Medoff and Sklar, 1994）。 
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